
国文学科
教育目的

国文学科
教育目標

身につける力

①主体性及び倫理観・使命感に関する学修成果を身につけている。
【主体性】

【倫理観・使命感】

②専門性及び知識・技能に関する学修成果を身につけている。
【専門性】

【知識・技能】

③思考力・判断力及び表現力に関する学修成果を身につけている。
【思考力・判断力】

【表現力】

④課題発見力及び課題解決力に関する学修成果を身につけている。
【課題発見力】
【課題解決力】

⑤コミュニケーション力及び多様な人と協働する力に関する学修成果を
身につけている。

【コミュニケーション力】
【協働力】

国文学科　教育目的、教育目標、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー：DP）
身につける力

国文学科の教育課程で身につけた幅広い知識と教養をもって社会で自立できる人材養成する
ことを教育目的とする。

①確かな倫理観と使命感を規範に、様々な課題に対する解決に取り組むことができる主体性を
身につける。

②日本文学・文化及び日本語についての幅広い知識と教養を身につける。
③柔軟かつ適切な思考力・判断力と、それらを表現できる能力を身につける。
④課題を適切に捉え、課題解決に向けて着実に実践できる力を身につける。
⑤多様な人と良好な人間関係を構築し、課題に対して協働できる能力を身につける。

国文学科の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー：DP）

国文学科
の
DP

－140－




